
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 139.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 35,903

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 59.01 63.31 82.97 3,802 22,546 10.75 2,097.30 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①一般会計繰入金により８０％程度となっているが
類似団体と比べやや低い。
②類似団体と比べても高く、収益的収入の減少によ
り増加している。今後経営の見直しが必要である。
③流動資産/流動負債で表される指標であり、対前
年度で低くなっているが経営の実態に変更はない。
④全額一般会計負担としたため指標数値なし。
⑤汚水処理に係る費用が増加したため、回収率は低
下した。
⑥汚水処理費用が増加したため、昨年と比較すると
処理原価が大きく増加した。
⑦人口の減少により利用率が低い傾向にある。
⑧類似団体と比べても、ほぼ水準値であり、現状か
ら急激な増加の余地もないため数値は横ばいであ
る。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

管渠老朽化率からみて管渠改善率が低いのは問題な
いと思われる。ただ財源確保の観点から有形固定資
産償却率には注意を払っておく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

安定的な運営を図るため、Ｈ28年度に策定した経営
戦略により経営改善に努める。
具体的には、起債の利用とともに接続促進による使
用料収入の確保、施設等の長寿命化や費用の平準化
を図り、経営改善を進めることとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.57】 【4.38】 【59.95】 【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【37.36】 【4.96】 【0.27】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 139.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 35,903

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 52.21 11.90 94.60 3,802 4,238 1.78 2,380.90 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①一般会計繰入金により１００％程度となってい
る。
②類似団体と比べて低く、一般会計繰入金はあるも
のの、赤字解消には至っていない。
③流動資産/流動負債で表される指標であり、対前
年度で高くなっているが、経営の実態に変更はな
い。
④全額一般会計負担としたため指標数値なし。
⑤汚水処理に係る費用が増加したため、回収率は低
下した。
⑥汚水処理費用が増加したため、昨年と比較すると
処理原価が大きく増加した。
⑦類似団体と比べて高く、使用者に急激な変更もな
いため指標の数値も横ばいとなっている。
⑧類似団体と比べて高く、現状から急激な増加の余
地もないため数値は横ばいである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

管渠老朽化率からみて管渠改善率が低いのは問題な
いと思われる。ただ財源確保の観点から有形固定資
産償却率には、計画策定の取組等に基づき注意を
払っておく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

安定的な運営を図るため、Ｈ28年度に策定した経営
戦略により経営改善に努める。
具体的には、起債の利用とともに接続促進による使
用料収入の確保、施設等の長寿命化や費用の平準化
を図り、経営改善を進めることとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.66】 【105.22】 【54.12】 【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【23.63】 【0.00】 【0.09】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 139.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 35,903

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.54 100.00 3,802 193 37.97 5.08 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①平成17年度に整備が完了し、新規の受付もなく地
方債の借入予定もないため、今後は地方債償還額の
減少に合わせて改善されていくのと一般会計からの
繰入金の額により増減しながら推移していく。
②該当数値なし。
③該当数値なし。
④全額一般会計負担としたため、指標数値なし。
⑤類似団体と比較し、やや低い水準で推移してい
る。
⑥類似団体と比較し高い。運営内容に変更がないた
め横ばいの推移予定。
⑦類似団体と比較し低いが、浄化槽の処理能力が家
の延床面積で決まるため、居住者が少ないと低くな
り、地域的要因から改善は見込めず横ばいの推移予
定。
⑧類似団体と比較しても若干高く、概ね横ばいで推
移している。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

該当数値なし。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

健全経営の確保のためには浄化槽の維持管理経費及
び更新費用を使用料収入で賄えることが望ましい
が、整備が完了し新規受付をしないため今後収益増
は見込めず一般会計からの繰入に頼りながら事業を
継続していくこととなる。そのため維持管理形態の
見直しを行い、更なる経費削減を必要とする。収入
確保のため料金改定も視野に入れる必要があるが、
公共下水道事業等と同額としているため単独では行
わず下水道事業とあわせて考えていくこととなる。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【559.52】

【81.31】【122.90】【295.20】【52.20】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

安定的な運営を図るため、Ｈ28年度に策定した経営
戦略により経営改善に努める。
具体的には、起債の利用とともに接続促進による使
用料収入の確保、施設等の長寿命化や費用の平準化
を図り、経営改善を進めることとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

管渠老朽化率からみて管渠改善率が低いのは問題な
いと思われる。ただ財源確保の観点から有形固定資
産償却率には計画策定の取組等を行い、注意を払っ
ておく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①人件費等収益的費用の減少により、増加傾向にあ
るが、依然一般会計繰入金の割合が大きい。
②使用料金等収益的収入が少なく、増加傾向が続い
ている。
③流動資産/流動負債で表される指標であり、対前
年度で低くなっているが経営の実態に変更はない。
④全額一般会計負担としたため指標数値なし。
⑤汚水処理に係る費用が増加したため、回収率は低
下した。
⑥汚水処理費用が増加したため、昨年と比較すると
処理原価が大きく増加した。
⑦類似団体と比べて高い。使用者に急激な変更もな
いため指標の数値もほぼ横ばいである。
⑧類似団体と比べても高く１００％となっており良
好である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 97.62 1.40 34.83 3,802 499 0.88 567.05 【】

258.14 139.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 漁業集落排水 H1 非設置 35,903

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 0.00 0.00 0.12

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 55.76 81.09 98.00

平均値 - - 102.25

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 67.76 69.64 71.37

平均値 - - 13.77

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 188.87 243.71 256.02

平均値 - - 12.96

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 166.56 96.19 149.02

平均値 - - 11.03

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 392.45 310.04 238.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 35.35 44.98 64.04

平均値 - - 49.68 45.36 53.57

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 560.49 461.06 323.22

平均値 - - 347.95 384.28 310.41

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 45.00 48.13 48.13

平均値 - - 38.36 37.51 39.90

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 100.00 100.00 100.00

平均値 - - 81.82 81.63 85.72

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.45】 【136.52】 【68.37】 【985.48】

【78.22】【34.15】【377.04】【45.38】

【21.93】 【0.00】 【0.01】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 139.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 35,903

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 54.93 1.50 88.01 3,802 534 0.15 3,560.00 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①一般会計繰入金があり、減少傾向にある。
②使用料金等収益的収入が少なく、欠損金が増加し
ており、類似団体と比べて高い水準にある。
③現金預金が不足しており、繰入金等により対策が
必要である。
④全額一般会計負担としたため指標数値なし。
⑤汚水処理に係る費用が増加したため、回収率は低
下した。
⑥汚水処理費用が増加したため、昨年と比較すると
処理原価が大きく増加した。
⑦人口減少に伴い処理量が減少したため、利用率が
低下した。
⑧類似団体と比べて同程度であり、現状から急激な
増加の余地もないため数値は横ばいである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

管渠老朽化率からみて管渠改善率が低いのは問題な
いと思われる。ただ財源確保の観点から有形固定資
産償却率には、計画策定の取組等を行い注意を払っ
ておく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

安定的な運営を図るため、Ｈ28年度に策定した経営
戦略により経営改善に努める。
具体的には、起債の利用とともに接続促進による使
用料収入の確保、施設等の長寿命化や費用の平準化
を図り、経営改善を進めることとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 0.02 0.01 2.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 78.71 78.62 72.45

平均値 - - 97.53 99.64 99.66

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 35.98 37.89 39.75

平均値 - - 20.68 22.41 22.90

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 0.08 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 124.40 230.82 367.42

平均値 - - 223.09 214.61 225.39

△15.00

△10.00

△5.00

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 17.51 11.97 △11.76

平均値 - - 33.03 29.45 31.84

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 60.39 0.00 0.00

平均値 - - 1,044.80 1,081.80 974.93

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 51.35 53.21 43.50

平均値 - - 50.82 52.19 55.32

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 348.21 355.23 433.52

平均値 - - 300.52 296.14 283.17

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 66.01 99.51 62.56

平均値 - - 53.24 52.31 60.65

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - 88.64 83.18 86.70

平均値 - - 84.07 84.32 84.58

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.11】 【206.58】 【34.54】 【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【22.37】 【0.00】 【1.58】


